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ヨーロッパOR学会と管理科学協会共催の国際会議

およびヨーロッパの交通事情
EUROIX-TIMSXXⅥ1日OintConferenceandTransportationSysteminEurope

桑 原 雅 夫*
MasaoKUWAHARA

筆者は三好研究助成金の援助を得て,本年7月5日よ

り7月21日までの約2週間にわたって,国際会議 (ヨー

ロッパOR学会と管理科学協会共催の国際会議)での発表

を兼ねて,ヨーロッパ各国の交通事情の視察を行った.

その概要を簡単に紹介したい.

1.ヨーロッパOR学会と管理科学協会共催の国際会議

(EUROIX-TIMSm Jol'ntConference)

この国際会議は,オペレーションズリサーチ,管理工

学,制御工学,コンピューターサイエンス等の非常に幅

広い分野をカバーしており,今回が第 1回日の国際会議

であった.第1回目ということで,私自身この国際会議

についての前もっての知識はあまり無かったわけである.

ところが昨年の夏,アメリカ合衆国に留学中にお世話に

なったカリフォルニア大学バークレー校のDaganzo教

授とエール大学のBeckmann教授より,この会議での研

究発表の依頼の手紙を受け取り,今回出席の運びとなっ

たわけである.

会議はパリ地下鉄 2号線の西側終着駅Porte Dau-

phineにあるパリ大学のDauphine校舎で行われ,約40カ

国から900人余りの研究者が参加していた｡開催国のフラ

ンスをはじめ西ドイツ,イギリス等の西欧諸国とアメリ

カ合衆国からの参加者が圧倒的に多く,アジアからの参

加者は日本,台湾からそれぞれ3,4名程度で非常に僅

かであった.会議は類似したテーマごとに29の平行セッ

ションに分けられており,交通関係では分布交通量分析,

ネットワーク分析,輸送計画問題,待ち合わせ理論等に

関するセッションが設けられ,その他の分野については

線形 弓巨線形計画法,最適制御理論,在庫管理計画,荏

営計画,エキスパートシステム等,広範な分野にわたっ

た会議であった.

筆者は前述のBeckmann教授を座長とする "輸送計画

の近似連続モデリング'というセッションにて,…道路上

の二連続ボトルネックにおける均衡待ち行列パターン''

と題する発表を行った｡騒音,排気ガス等の環境問題や

旅行時間の浪費等の問題の原因であるボトルネックでの

待ち行列パターンを求めようとする研究は,1980年代当

初より通勤交通を対象に行われてきた.本研究もそれら

一連の研究の流れに沿ったものであるが,特にボトル
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ネックが2つ連続して存在するような道路を扱っている

点が,目新しい研究である.

発表された研究はどれも新鮮なテーマが多く,自分自

身の研究視野を広げる意味において有意義であったこと

は吉うまでもない.一般の研究発表に加えて,Tutorial

Sessionというセッションが設けられ,いわゆるその分野

では名のしれた研究者がその分野の研究の経緯,今後の

研究方向について講演を行った｡交通ネットワーク分析

の大家であるモントリオール大学のMichaelFlorian教

授の講演が特に印象的であった.Florian教授を始めその

他にも論文では度々お目にかかっている各国の研究者,

たとえば,M.Daskin,S.Dafermos等に実際に会って

言葉を二言三言交わし,論文からのイメージと比較した

りして楽しむのも,こうした国際会議ならではの経験で

あった.またバークレー時代の友人や他の会議で知り

合った研究者との再会も心を和ませてくれた.

2.西ドイツ,スペインの交通事情

国際会議の後,パリ北駅から鉄道で9時間ほどかけて

西ドイツのミュンヘンを訪れた.フランス東部からドイ

ツの西部にかけての田園風景は実にのどかで美しいもの

であった.ミュンヘン工科大学で研究中の藤田氏 (清水

建設)の案内で大学構内,オリンピック公園内の建築物

等の市内見学を行った.オリンピック公園は市内の北に

位置したミュンヘンオリンピック (1972)の施設を利用

した広々とした市民公園である｡

ドイツの高速道路アウトバーンを一度走ってみようと

BMWを借りて,ミュンヘンからロマンティック街道沿

いにウルム,ローテンプルグまで走った.高速道路の規

格自体は日本とほとんど同じであるが,原則として最高

速度制限がなくベンツ,BMWといった日本では高級車

が疾走していた.私も日本では120km/h程度の速度で

走った経験は何度かあったが,アウトバーンでは追い越

し車線を走る速度が最低でも150km/h程度のため120

km/hの速度で追い越し車線に入ると,あっと言う間に

後続車が接近して恐ろしくてだめである.私も次第に右

側走行に慣れるにつれ速度を上げ,いつしか追い越し車

線を180km/hで突っ走っていた.なんとBMWの走行安

定性の良いことか !高速道路での走り方の日本との余り

の違いに呆然とすると同時に,ドイツでなぜベンツ,



4 0巻1 2号 ( 1 9 8 8 1 2 )

BMW等 の車が生産されているのか理解できた。これら

は決して高級車ではなく,タ クシーのほとんどがベンツ

であった事からもわかるように広く愛されている車なの

である。

ミュンヘンを後にし,ス ベインのバルセロナ,グ ラナ

ダ,マ ドリードを訪問した。バルセロナでは,バ ルセロ

ナ大学で教鞭をとるF SabHa氏 と会って最近の話題を

聞いたが,ソ ウルの次のオリンピック開催地であるとい

うことで,オ リンピックに関わる物資の輸送計画案づく

りに忙しい毎日を送っているとのことであった。バルセ

ロナの南西,北 東にそれぞれ位置するモンジェイックや

ティビダボの丘の上では,す でに各種スタジアムの建設

工事が開始されていた。

西ドイツ,ス ペインにおいて,わ が国と多少異なる信

号制御が行われているのに気付いた。たとえば,わ が国

では黄現示は青現示の後のみに現れるが,西 ドイツでは

赤現示の後にも黄現示が用いられている。信号待をして

いる車は,黄 色が出ることによってもうすぐ信号が青に

変わることがわかるため,発 進遅れが小さくなり,交 差

点容量が多少改善されるのであろう。また,全 赤時間の

設定の方法もわが国と異なっており, ドイツにおけるこ

のような信号制御方法の安全性と交差点容量に関する吟

味は興味深い点である。
一方バルセロナでは,お そらく歩行者の多い交差点で

あろうか,信 号が青の時に右左折しようとする車が交差

方向の道路の横断歩道の手前まで進んだ後,交 差方向の

信号が青になるまで待たなければならないという規制の

交差点がかなりあった。歩行者の安全性を考えた方法で

あろうが,右 左折車が多いと直進車をブロックしてしま

うことになり,交 差側の道路の横断歩道の取り付け位置

を右左折交通量に従って決めることが重要であろう。

今回私が訪間した都市のほとんどは,地 下鉄路線網の

整備されている都市であった。パリ, ミュンヘン,バ ル

セロナ,マ ドリード各地とも,都 市の広がりの程度の違

いはあるが,中 心部では東京と同程度の密度で地下鉄駅

が配置されており, 日中の運行間隔もおおむね同程度で

あった。各地の地下鉄のシステムは非常に類似しており,
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バルセロナ市内の幹線道路 (グラシアス通り)

どこも均一料金性で東京と比べると特に出改札での簡略

化が計られていた。そこには,あまり厳しく出3●しをイテっ

て利用運賃をとりたてても,費 用ばかりかさんで収入は

それほど増えないという西洋的な合理性があるようだ。

JR,私 鉄,地 下鉄等の異なった運営組織が入り交じり広

い地域でサービスを提供している東京において,均 一料

金性を導入したり改札の省力化を推進する事は多々問題

があると|まいうものの,利 用F巨離によって区分された現

行料金性と多くの人員配置が本当に合理的なシステムで

あるのかどうか疑間を抱いているのは,私 だけではない

であろう。

3 お  わ  り  に

交通とは離れて印象的だった事は,ヨ ーロッパの美術

館の充実ぶりである。世界的に有名なルーブル,プ ラド

美術館はもちろん,小 さな都市にでも (特にミュンヘン

近郊で)か なり立派な美術館が建てられていた。芸術の

伝統のあるヨーロッパでは,き っと音楽についても同様

の事が言えるのであろうが,残 念ながら私の滞在期間に

音楽祭などの催しには接することが出来なかった。ただ,

バルセロナ旧市街地の路地裏で聞こえてきたアルベニス

やグラナドスのギター曲は,ギ ターを趣味とする者に

とってこの上ない楽しみであった。

今回のヨーロッパ訪間の直前までバンコク,シ ンガ

ポールに約 2月滞在していた私は,今 年いろいろな国々

の交通事情,生 活状況に接する機会に恵まれた。非常に

大まかに言えば,バ ンコクの東京にも勝る渋滞現象,シ

ンガポールやミュンヘンのかなり整然とした車の流れ,

その中間くらいの道路混雑を見せるパリや,ス ペイン各

地のさまざまな交通状況等に接することができたわけで

ある。ここに述べた事は,ヨ ーロッパに何度か足を運ん

だことのある人であれば,す ぐに気付 くことばかりであ

ろうが,こ れまで日本とアメリカ合衆国しか見たことの

なかった私にとっては初めての体験であり,今 後の研究

の大きな刺激となった。最後に,この機会を与えて下さつ

た三好財団,東 京大学生産技術研究奨励会に厚くお礼申

し上げて,幸艮告を終わることとする。

(三好研究助成報告書 1988年 8月 10日受理)




